
グラフの見方

平成28年度第3四半期（平成 28年 10月～12月）の調査結果

環境試料中の放射能

★平成28年度から採取場所を変更したため、今後データを蓄積していきます。

★

※セシウム-134の分析結果は、平成27年度からすべての試料において定量下限値未満であったことから、掲載しないことにしました。

【自然界からの放射線は4つのルートからやってきます】　

【呼吸によって】
空気中にはラドン等の放射性物質が含まれていま
す。私たちは呼吸をすることで空気中の放射性物質
を体の中に取り込んでいます。

【宇宙から】
太陽や銀河系からくる「宇宙線」と呼ばれる放射線が
あります。宇宙線は高度が高くなるにつれて量が多く
なります。

【食べ物から】
普段私たちが口にするお米や野菜、お肉などの食材
には主にカリウム40という放射性物質が含まれて
います。

【大地から】
岩石に含まれる放射性物質からも放射線を受けます。
大地からの放射線は、地質の違いから東日本より西日
本のほうが高い傾向にあります。

コラム

※1.検出限界:大気浮遊じん中の全アルファ及び全ベータ放射能については、測定条件(採取空気量等)が変動するため、計数誤差の3倍を検出限界として設定しています。

※2.平成23年3月に発生した東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の事故の影響と考えられる測定値は、過去の測定値の範囲には含まれていません。

※3.定量下限値:測定条件や精度を一定の水準に保つため、試料・測定項目ごとに定めているものです。
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